
生産設備が影響する場合(電気炉の起動時) 

●デマンド発生の要因 

・工場では、複数台の生産設備を同時に起動する場合に注意が必要です。 

・特に、昇温を伴う電気炉（リフロー炉、焼バメ炉、圧力釜、成型器の 
 加温ヒータ等）や乾燥設備の起動時は、要注意です（特に冬季）。 
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●対策方法 
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●主な電気式設備 

・電気炉、乾燥設備 

窓を閉め切っていると 
夏季は室内に熱気が 

こもります 

空調を起動する前に 
窓やドアを開けて 
室内の熱気を 
逃がします 

②生産設備と空調等の起動をずらす 

・起動電力の大きい生産設備と空調の同時起動を
避け、少しずらして起動します。 

①複数台ある生産設備の起動をずらす 

・電気炉等、起動電力の大きい生産設備が複数台
ある場合は、同時起動を避け、少しずらして起
動します(タイマー制御等)。 
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対策前は2台の生産設備
（加温ヒーター）を 
5:30頃に同時に起動。 

対策後は生産設備1台を5:00頃に、
もう1台を5:30頃にずらして起動
することで、ピークを抑制。 

生産設備の起動をずらすため、一部の従業員の 
出勤時間を変更する等の運用面の対策を実施。 
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